
町の人口と世帯数

信!蝋人口

世帯数3，664

(S50.12.1.現在）
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一

本
年
度
よ
り
三
ヵ
年
の
継
続
事
業
で

着
工
さ
れ
る
「
共
同
利
用
模
範
牧
場
」

の
建
設
の
起
工
式
が
、
十
二
月
三
日
、

金
木
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

金
木
町
と
中
里
町
で
実
施
さ
れ
る
こ

の
事
業
は
、
事
業
費
総
額
で
七
億
七
千

万
円
と
膨
大
な
も
の
で
、
こ
の
う
ち
金

木
町
喜
良
市
地
区
の
金
木
団
地
で
は
、

草
地
造
成
九
十
四
鯵
・
畜
舎
・
看
視
舎

’

サ
イ
ロ
。
農
具
庫
。
糞
尿
処
理
施
設
等

を
備
え
て
お
り
、
津
軽
半
島
の
畜
産
基

地
と
し
て
、
畜
産
振
興
に
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。式

典
で
は
、
安
藤
農
用
地
開
発
公
団

理
事
・
須
藤
県
農
林
部
次
長
が
ク
ワ
入

れ
を
し
、
花
田
金
木
町
助
役
ら
が
玉
ぐ

し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

夕

〔クワ入れをする須藤県屡林部次長〕
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花
田
氏
は
み
な
さ
ん
が
知
っ
て
の
と

お
り
、
金
木
町
議
会
議
員
を
四
年
、
金

木
町
長
を
七
年
（
町
村
合
併
の
町
長
職

県
議
会
議
員
の
花
田
一
氏
が
〃
藍
綬

褒
章
″
を
受
章
さ
れ
、
そ
の
祝
賀
会
が

十
二
月
十
三
日
、
金
木
町
中
央
公
民
館

で
町
民
を
交
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
｡

県
議
花
田
一
氏

藍
綬
褒
章
受
章
さ
れ
る

v一

j･
●

、､砂r
○

〆

司

寺
屯

当
『
一

認
識
幟
飛
報
嶬
隼
醸
唾
嵯
詐
鐸
恥
辨
需
集
会
場
を
無
料
設
置

一
氏
ゞ
し
て
表
彰
受
賞
昭
和
五
十
年
十
月
本
年
度
の
町
営
住
宅
建
鍛
業
着
に
ゞ

同
じ
く
県
議
在
職
十
五
年
以
上
に
及
び
る
集
会
場
の
建
設
が
行
わ
れ
、
現
在
旭

旱
受
章
さ
れ
る
自
治
功
労
者
と
し
て
菱
彰
受
賞
童
た
〃
丘
団
地
内
に
建
殻
中
で
す
。
こ
の
業

十
一
月
、
県
知
事
よ
り
自
治
功
労
者
と
者
の
方
た
ち
は
、
竹
内
佐
右
衛
門
さ
ん

し
て
県
褒
賞
受
賞
、
そ
れ
に
加
え
て
、
（
竹
内
建
設
経
営
主
）
・
伊
藤
正
一
さ

務
執
行
者
就
任
）
、
青
森
県
議
会
議
員
今
回
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
藍
綬
褒
章
ん
（
伊
藤
建
設
経
営
主
）
・
角
田
惣
作

画
を
五
期
行
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
受
章
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
さ
ん
（
角
田
建
設
経
営
主
）
・
長
尾
甚

一
霊
錘
、
．
潅
鋸
啼
轤
》
鏥
識
笥
鍛
郵
諦
舎
云
め
一
室
蝿
韮
硴
梱
韮
準
爾
函
吐
鍛
捨
や
壁
諏
剖
窪
部
』
畢
筆
野
誕
鞆
罐
塞
珪
）
．
櫛

田
教
育
に
お
い
て
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。
お
礼
の
こ
と
ば
を
の
べ
て
お
ら
れ
ま
し
引
繁
松
さ
ん
（
櫛
引
建
設
経
営
主
）
・

花
こ
の
間
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
、
全
た
。
小
山
内
等
さ
ん
（
小
山
内
建
築
経
営
主

ｆ

）
の
七
人
で
す
。
旭
ヶ
丘
団
地
に
集
会

場
が
で
き
る
と
、
団
地
住
民
相
互
の
連

ゞ
池
田
繊
維
金
木
工
場
瀞
蕊
沌
と
て
も
便
利
と
期
待

″
『
坪
■
ｕ
‐
‐
４
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ

園

堂
々
の
操
業
式
鐘

坤」

農
村
工
業
導
入
に
よ
り
、
か
ね
て
よ

り
誘
致
企
業
さ
れ
て
い
た
〃
池
田
繊
維

株
式
会
社
″
の
操
業
式
が
、
十
二
月
十

六
日
午
後
一
時
か
ら
、
金
木
町
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

池
田
繊
維
株
式
会
社
は
、
東
北
地
方

に
五
つ
の
工
場
を
持
っ
て
お
り
、
青
森

県
で
第
一
号
の
金
木
工
場
は
、
東
北
第

六
号
と
し
て
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。
製

造
品
目
は
、
婦
人
子
供
服
・
レ
イ
ン
コ

ー
ト
の
二
つ
で
す
。
操
業
時
間
は
、
午

前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
が
、

冬
時
間
も
考
慮
中
で
す
。

式
典
で
は
、
池
田
昭
治
社
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
大
橋
町
長
が
式
辞
を
の

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森
県
知
事
代
理

県
企
画
部
参
事
寺
田
実
生
氏
・
青
森
県

議
会
議
員
花
田
一
氏
ら
来
賓
が
祝
辞
を

の
べ
る
と
、
錐
業
員
代
表
の
沢
田
美
智

一氏

■■■

■｜ロロ 子
さ
ん
が
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
の

べ
ま
し
た
。

9

4．4動

中
谷
亨
さ
ん
（
中
谷
石
油
店
主
）
は

町
の
困
っ
て
る
人
た
ち
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
、
と
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
十
台

町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
町
で
は
さ
っ
そ

く
こ
の
ス
ト
ー
ブ
を
、
町
の
困
窮
家
庭

や
社
会
福
祉
施
設
に
贈
り
、
使
っ
て
も

ダ
ダ
一

寒
い
冬
を
あ
た
た
か
く

r壺

肛'産i′1
匹Lb

『、ぬ

〔旭ケ丘団地〕

白
川
誠
治
さ
ん
（
し
ら
は
る
菓
子
店

経
営
主
）
は
、
十
一
月
上
旬
に
金
木
町

内
の
保
育
所
・
児
童
館
の
児
童
約
四
百

人
に
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
金
額
で
五
万
円
に
も
ぽ

る
、
思
わ
ぬ
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

児
童
た
ち
は
大
喜
び
。
「
お
じ
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
〕
と
お
礼
を
い
う
と
、
ケ

ー
キ
を
ぱ
く
り
。
白
川
さ
ん
も
お
も
わ

ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
暖
か
い
愛
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
を
す
く
す
く
と
育
て
ま
し
ょ
う
。

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
谷
さ
ん
は
、
今
年
の
春
に
も
芦
野

グ
ラ
ン
ド
に
便
所
を
無
料
設
置
す
る
な

ど
、
町
に
と
て
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

児
童
に
甘
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

役
場
民
生
課
で
は
、
産
休
の
代
替

保
母
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
募
集
人
員
お
よ
び
条
件
〉

募
集
人
員
は
二
名
で
、
保
母
の
資

格
を
有
す
る
も
の
。

〈
〆
切
〉

昭
和
五
十
一
年
一
月
末
日
。

‐
〈
申
込
み
・
そ
の
他
〉

役
場
民
生
課
へ
ど
う
ぞ
。

産
休
代
替
保
母
募
集

』戸
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衆
譲
員
議
員
の
定
数
是
正
に

関
す
る
事
項

衆
議
員
議
貝
の
議
員
一
人
当
た
り
の

人
口
は
、
各
選
挙
区
間
で
相
当
不
均
衡

を
生
じ
て
お
り
、
昭
和
四
十
五
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
で
岐
商
の
選

挙
区
は
、
大
阪
府
第
三
区
（
約
五
十
四

万
五
千
人
）
で
、
全
旧
で
岐
低
の
選
挙

区
で
あ
る
兵
庫
県
第
五
区
（
約
十
一
万

三
千
人
）
と
比
較
す
る
と
、
約
四
・
八

倍
、
全
国
平
均
（
約
二
十
一
万
三
千
人

）
と
比
較
し
て
も
約
二
・
五
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
均
衡
を
是
正
す
る
に

は
、
総
定
数
を
ど
う
す
る
か
、
昨
年
来

公
選
法
改
正
澗
査
特
別
委
員
会
で
も
論

口
ｉ
ｆ

(十）（力↓（八）（七）崗国（画目(=)H

衆
議
院
雛
貝
の
選
挙

参
議
院
（
全
国
選
出
）
議
員
の
選
挙

参
議
院
（
地
方
選
出
）
識
貝
の
選
挙

都
道
府
県
の
議
会
の
議
員
の
選
挙

都
道
府
県
知
事
の
選
挙

指
定
都
市
の
議
会
の
議
員
の
選
挙

指
定
都
市
の
長
の
選
挙

指
定
都
市
以
外
の
市
の
議
会
の
織
員
の
選
挙

指
定
都
市
以
外
の
市
の
長
の
選
挙

町
村
長
の
選
挙

選
挙
の
種
類

§藷

鑑基劉

識
が
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
回
の
改
正
で
は
、
国
会
に
お
け
る
論

議
の
線
に
そ
っ
て
、
衆
議
院
議
員
の
総

定
数
を
十
一
の
選
挙
侭
に
つ
い
て
二
十

人
墹
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
衆
雛
院
雛

貝
の
総
定
数
は
、
当
分
の
間
、
五
百
十

一
人
（
改
正
前
四
百
九
十
一
人
）
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
（
青
森
県
の

選
挙
区
及
び
定
数
に
は
異
動
な
し
。
）

二
供
託
金
に
関
す
る
事
項

立
候
補
の
際
に
候
補
者
等
が
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
供
託
金
の
額
は
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
各
選
挙
に
つ
き

約
三
倍
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
選
挙
ご
と
の
供
託
金
の
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。 ；

籍
鰯
蕊

一
○
○
万
円

二
○
○
万
円

一
○
○
万
円

二
○
万
円

一
○
○
万
円

一
五
万
円

六
○
万
円

一
○
万
円

二
五
万
円

二
一
万
円

改
正
後

（
そ
の
二
）

改
正
前

三
○
万
円

六
○
万
円

三
○
万
円

六
万
円

三
○
万
円

五
万
円

二
○
万
円

三
万
円

八
万
円

四
万
円

三
実
費
弁
償
及
び
報
酬
の
額
の

基
準
に
関
す
る
事
項

選
挙
運
動
に
従
事
す
る
者
（
事
務
員

を
含
む
）
及
び
労
務
者
に
対
し
て
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
実
費
弁
償
の
額
の

基
準
並
び
に
労
務
者
及
び
事
務
員
に
対

し
て
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
報
酬
の

額
の
基
準
は
、
従
来
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
社
会

経
済
の
実
態
に
合
わ
せ
て
適
時
に
合
理

化
で
き
る
よ
う
に
政
令
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

四
機
関
紙
（
誌
）
及
び
一
般
紙

（
誌
）
の
頒
布
に
関
す
る
事

項

最
近
の
選
挙
に
お
け
る
実
情
を
み
る

と
、
特
定
の
候
補
者
の
写
真
や
氏
名
等

を
大
き
く
掲
載
し
、
投
票
依
頼
に
わ
た

る
文
言
が
記
載
さ
れ
る
な
ど
選
挙
運
動

用
文
書
と
変
わ
ら
な
い
と
受
け
取
ら
れ

る
よ
う
な
機
関
紙
号
外
等
が
選
挙
期
間

中
に
大
量
に
発
行
さ
れ
、
各
戸
投
込
み

や
街
頭
で
の
配
布
等
に
よ
り
無
償
か
つ

無
差
別
に
頒
布
さ
れ
る
な
ど
実
質
的
に

は
、
選
挙
運
動
に
関
す
る
規
制
を
無
意

味
に
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
選
挙

の
公
正
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
実
情
に
か
ん
が
み
、
今
回

の
改
正
で
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
講

ぜ
ら
れ
た
。

Ｈ
機
関
紙
（
鮭
）
の
頒
布

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
機
関
紙

（
誌
）
の
号
外
等
（
号
外
、
臨
時
号
、

増
刊
号
、
そ
の
他
の
臨
時
に
発
行
す
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
に
つ
い
て

は
、
選
挙
運
動
の
期
間
中
及
び
選
挙
の

当
日
に
お
い
て
は
、
選
挙
に
関
す
る
報

一

道
評
論
を
掲
載
し
た
も
の
は
そ
の
方
法

の
如
何
を
問
わ
ず
頒
布
で
き
な
い
こ
と

と
さ
れ
、
ま
た
、
選
挙
に
関
す
る
報
道

評
論
を
掲
載
し
た
確
認
団
体
の
届
出
機

関
紙
（
誌
）
（
号
外
等
を
除
く
。
）
で
引

き
続
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
期
間
が
六

ヵ
月
以
上
の
も
の
の
頒
布
に
つ
い
て
は

選
挙
運
動
の
期
間
中
及
び
選
挙
の
当
日

に
お
い
て
は
、
従
来
は
通
常
の
方
法
に

よ
り
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に
お
い

て
、
こ
こ
で
い
う
通
常
の
方
法
と
は
当

該
選
挙
の
期
Ｈ
の
公
示
又
は
告
示
の
日

の
前
六
ヵ
凡
間
に
お
い
て
平
常
行
わ
れ

て
い
た
方
法
を
い
い
、
そ
の
間
に
行
わ

れ
た
臨
時
又
は
、
特
別
の
方
法
は
含
ま

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
尚
、
引
き
続
い
て
発
行
さ
れ
て

い
る
期
間
が
六
ヵ
月
未
満
の
も
の
の
頒

布
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
政
談
演

説
会
の
会
場
に
お
い
て
す
る
場
合
に
限

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
回
の
改
正
で

は
、
確
認
団
体
の
届
出
機
関
紙
（
誌
）

の
号
外
等
で
当
該
選
挙
区
の
特
定
の
候

補
者
の
氏
名
又
は
そ
の
氏
名
が
類
推
さ

れ
る
よ
う
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
選
挙
に
関
す
る
報
道
評
論
を

掲
載
し
て
い
な
く
て
も
当
該
選
挙
区
内

で
は
頒
布
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

口
一
般
紙
（
鮭
）
の
頒
布

選
挙
に
関
す
る
報
道
評
論
を
掲
載
し

た
一
般
紙
（
誌
）
の
頒
布
に
つ
い
て
は

選
挙
運
動
の
期
間
中
及
び
選
挙
の
当
日

に
お
い
て
は
、
従
来
は
通
常
の
方
法
に

よ
り
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に
お
い

て
、
こ
こ
で
い
う
通
常
の
方
法
と
は
、

当
該
新
聞
紙
又
は
雑
誌
の
定
期
購
読
者

以
外
の
者
に
対
し
て
は
有
償
で
す
る
場

合
に
限
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た

こ
の
ほ
か
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊

新
聞
紙
に
つ
い
て
は
、
選
挙
運
動
の
期

間
中
及
び
選
挙
の
当
日
に
お
い
て
選
挙

に
関
す
る
報
道
評
論
を
掲
載
し
た
も
の

を
頒
布
で
き
る
新
聞
紙
と
な
る
た
め
の

い
わ
ゆ
る
適
格
要
件
の
う
ち
、
当
該
選

挙
の
期
日
の
公
布
又
は
告
示
の
目
前
引

き
続
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
期
間
の
要

件
が
緩
和
さ
れ
、
従
来
の
一
年
か
ら
六

ヵ
月
短
縮
さ
れ
た
。

五
連
座
制
に
関
す
る
事
項

従
来
の
連
座
制
は
、
総
括
主
宰
者
、

出
納
責
任
者
等
が
買
収
等
の
罪
を
犯
し

刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
当
選

人
の
当
選
を
無
効
で
あ
る
と
認
め
る
検

察
官
が
当
選
無
効
訴
訟
を
提
起
し
、
そ

の
訴
訟
の
結
果
を
ま
っ
て
初
め
て
当
選

が
無
効
と
な
る
仕
組
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
手
続

に
は
相
当
の
日
数
を
費
や
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
訴
訟
手
続
が
完
結
し

な
い
う
ち
に
当
選
人
の
任
期
が
切
れ
て

し
ま
う
と
い
う
よ
う
に
連
座
制
の
実
効

性
を
確
保
す
る
う
え
に
お
い
て
種
々
問

題
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
総
括
主
宰
者
、

出
納
責
任
者
（
事
実
上
の
出
納
責
任
者

を
含
む
。
）
又
は
地
域
主
宰
者
（
以
下
「

総
括
主
宰
者
等
」
と
い
う
。
）
が
買
収
等

法
第
二
百
十
条
に
列
挙
さ
れ
た
罪
を
犯

し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
又
は
出
納
責

任
者
が
選
挙
費
用
の
法
定
額
違
反
の
罪

を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
当

該
事
件
が
係
属
し
た
最
後
の
審
級
の
裁

判
所
は
、
検
察
官
の
申
立
て
に
よ
り
そ

の
旨
を
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
当
選
人
に

書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
次
ぺ
Ｉ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

一
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い
こ
と
と
し
、
こ
の
通
知
を
受
け
た
当

選
人
は
、
検
察
官
を
被
告
と
し
、
当
該

通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

高
等
裁
判
所
に
、
こ
れ
ら
の
者
が
当
該

当
選
人
に
係
る
総
括
主
宰
者
等
に
該
当

し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
、
当
該
当
選

が
無
効
と
な
ら
な
い
こ
と
の
確
認
を
求

め
る
訴
訟
を
提
起
し
な
い
限
り
、
当
該

当
選
が
無
効
と
な
る
制
度
に
改
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
連
座
制
度
の
趣
旨
の
速
や

か
な
実
現
を
期
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

副
馴
劉
劇
貯
儲
袰
木
村
章
一

撹
里
瑞
豊
＃
＃
静
Ｉ
越
谷
婆

常
夏
難
＃
繁
寺
操
製
良
鎌
川
久
一

慨
幟
膣
明
ｔ
什
年
ら
我
平
山
光
《

L－R▼一

調貢f■曲
に－・’‘健一＝＝

開
催
さ
れ
る

ｌ
主
催
は
北
郡
選
管
連
合
会
Ｉ

｣ゞ_｜
P､’

六
そ
の
他

㈲
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
特
例

の
廃
止

積
雪
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
は

従
来
、
貨
物
自
動
車
の
使
用
の
特
例
が

認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
道
路
事
情
や
車

の
性
能
の
改
善
に
伴
い
こ
の
特
例
が
廃

止
さ
れ
た
。

口
解
散
垣
報
等
の
禁
止

〃
郡
内
地
域
住
民
の
生

活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

わ
が
党
は
か
く
考
え
る
〃

を
テ
ー
マ
と
し
た
政
治
討

論
会
が
、
十
二
月
一
日
、

金
木
町
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
北

郡
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
が
主
催
し
、
郡
内
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
の
共

催
で
行
わ
れ
た
こ
の
討
論

会
に
は
、
司
会
者
と
し
て

陸
奥
新
報
論
説
委
員
長
の

岡
本
千
吉
郎
氏
を
、
ま
た

講
師
と
し
て
各
党
の
代
表

者
一
名
に
出
席
し
て
も
ら

い
、
各
党
の
施
策
発
表
や

地
域
住
民
と
の
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

）〆

衆
議
院
の

解
散
に
関
し

公
職
の
候
補

者
等
の
氏
名

又
は
こ
れ
ら

の
者
の
氏
名

が
類
推
さ
れ

る
よ
う
な
事

項
を
表
示
し

て
、
郵
便
又

は
砥
報
に
よ

り
、
選
挙
人

に
あ
い
さ
つ

す
る
行
為
は

選
挙
運
動
用

文
書
図
画
の

頒
布
の
禁
止

行
為
に
該
当

す
る
も
の
と

み
な
す
こ
と

と
さ
れ
た
。

日
罰
則
そ
の

他
所
要
の

規
定
の
整

備罰
金
の
額

が
約
四
倍
に

引
き
上
げ
ら

れ
た
の
を
は

じ
め
、
所
要

の
規
定
の
整

備
が
図
ら
れ

た
。

'一

（4）
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郵
政
省
で
は
、
今
年
の
六
月
に
全
国

一
○
○
カ
所
の
郵
便
局
で
、
通
常
郵
便

物
（
小
包
以
外
の
手
紙
や
は
が
き
等
）

の
あ
て
名
の
記
載
状
況
な
ど
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
日
に
配
達
さ
れ

る
郵
便
物
の
う
ち
、
あ
て
名
が
正
確
に

書
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
約
十
二
％
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
郵
便
物

の
あ
て
名
が
不
完
全
で
あ
っ
た
り
、
間

違
っ
て
い
る
と
配
達
が
遅
く
な
っ
た
り

ま
た
、
せ
っ
か
く
出
さ
れ
た
郵
便
物
が

受
取
人
に
届
か
ず
差
出
人
に
お
返
し
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
郵
便
物

の
あ
て
名
は
正
し
く
、
は
っ
き
り
と
、

お
番
き
下
さ
い
・

小
包
の
包
装
は
、
し
っ
か
り
と
。

次
の
よ
う
な
内
容
品
に
つ
い
て
は
、

材
質
の
あ
っ
た
物
で
し
っ
か
り
包
装
し

て
下
さ
い
。

①
ガ
ラ
ス
製
品
や
陶
器
、
磁
器
の
場

合
は
、
紙
、
わ
ら
、
綿
な
ど
つ
め

年
賀
状
は

哩
月
加
日
ま
で

小
包
は哩

月
唱
日
ま
で
に

郵
便
番
号
・
あ
て
名
は

正
し
く
、
は
っ
き
り
と

あ
て
名
不
完
全
郵
便
物
は
全
国
で

一
日
約
四
万
通
あ
り
ま
す
。

郵
便
局
か
ら
の

お
願
い

国
立
宮
城
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校

（
仙
台
市
台
原
五
丁
目
巧
番
１
号
▽
咄

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
２
２
２
１
閏
３
１
２
４
）

で
は
次
の
要
領
で
訓
練
生
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

◎
応
募
資
格

○
義
務
教
育
修
了
者
又
は
、
こ
れ
と

同
程
度
の
学
力
の
あ
る
身
体
障
害
者

の
方
。

○
身
体
障
害
の
程
度
は
、
盲
人
・
聾

（
補
聴
器
で
嬬
正
さ
れ
る
人
を
除
く

）
・
て
ん
か
ん
・
伝
染
病
疾
患
及
び

病
状
の
固
定
し
て
い
な
い
方
を
除
き

て
、
箱
は
蚕
属
製
、
木
製
あ
る
い

は
丈
夫
な
ダ
ン
ポ
ー
ル
箱
を
使
用

し
て
下
さ
い
。

②
写
真
、
書
画
な
ど
の
場
合
は
、
内

容
品
と
同
等
以
上
の
大
き
さ
の
厚

紙
あ
る
い
は
板
な
ど
で
は
さ
み
、

折
れ
曲
ら
な
い
よ
う
に
補
強
し
て

下
さ
い
。

③
塩
魚
、
み
そ
、
梅
干
、
漬
物
な
ど

の
場
合
は
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
水
分
が
漏
れ
な
い
物
に
納
入
し

口
を
し
っ
か
り
結
ん
で
下
さ
い
・

外
袋
と
の
間
に
は
万
一
袋
が
破
れ

て
も
完
全
に
漏
出
物
を
吸
収
す
る

よ
う
適
当
な
物
を
詰
め
て
く
だ
さ

い
。

※
郵
便
法
に
基
づ
く
郵
便
禁
製
品
お
よ

び
差
出
禁
制
止
品
も
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
い
事
は
郵
便
局
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
の

職
業
訓
練
生

入
校
案
内

一
年
間
の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
る
方
。

◎
募
集
科
及
び
定
員

時
計
修
理
科
（
一
○
名
）
・
電
子
機

器
科
（
二
○
名
）
・
洋
服
科
（
一
○

名
）
・
洋
裁
科
三
○
名
）
・
和
裁

科
（
一
○
名
）
・
軽
印
刷
科
三
○

名
）
・
製
く
つ
科
三
○
名
）
・
義

肢
装
具
科
二
○
名
）
・
理
容
科
（

二
○
名
）
・
事
務
科
二
○
名
）
・

デ
ザ
イ
ン
科
三
○
名
）
の
合
計
一

一
科
一
七
○
名
。

◎
訓
練
期
間

一
ヵ
年
（
昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら

昭
和
五
十
二
年
三
月
ま
で
）

◎
選
考
方
法

面
接
及
び
簡
単
な
作
文
に
よ
る
。

◎
選
考
日
時
及
び
場
所

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時
か
ら
於
・
当
訓
練
校

◎
願
書
受
付
締
切

昭
和
五
十
一
年
二
月
十
二
日
（
木
）

◎
願
書
提
出
先

各
市
町
村
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安

定
所

◎
特
典

○
授
業
料
は
無
料
。

○
公
共
職
業
安
定
所
の
入
校
指
示
を

う
け
る
と
、
月
約
四
四
、
○
○
○
円

か
ら
五
○
、
○
○
○
の
手
当
を
支
給

○
仙
台
市
以
外
で
寄
宿
舎
に
入
る
方

に
は
、
「
移
転
資
金
」
を
支
給
。

○
修
了
後
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に

お
い
て
適
職
を
斡
旋
。

○
生
活
保
護
家
庭
の
方
に
は
引
継
保

護
費
を
支
給
。
こ
の
場
合
、
訓
練
手

当
の
内
技
能
習
得
手
当
を
除
く
手
当

は
修
了
時
一
括
支
給
と
な
る
。

○
そ
の
他
各
種
の
特
典
有
り
。

成
人
の
日
を
迎
え
、
選
挙
権
を
得
ら

れ
、
ま
た
社
会
人
と
な
っ
て
経
験
さ
れ

た
こ
と
や
、
さ
ら
に
考
え
た
り
感
じ
た

り
し
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う

こ
れ
を
作
文
に
ま
と
め
る
こ
と
は
、
人

生
の
門
出
を
飾
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

自
治
省
と
（
財
）
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
で
は
、
新
有
権
者
の
感
想
文
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
応
募
内
容
と
標
題
〕

岐
近
の
選
挙
に
お
い
て
、
あ
る
い
は

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
新
有
権
者
ま

た
は
社
会
人
と
し
て
地
方
自
治
や
国
政

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
経

験
し
、
も
し
く
は
考
え
た
り
、
感
じ
た

り
し
た
こ
と
。

標
題
は
そ
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
す
る
。

〔
字
数
〕

一
、
六
○
○
字
以
内
（
四
○
○
字
詰

原
稿
用
紙
四
枚
以
内
）

〔
応
募
資
格
〕

昭
和
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
三

十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
も
の
・

〔
応
募
上
の
注
意
〕

帥
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ

を
付
け
る
こ
と
）
・
性
別
・
生
年
月
日

お
よ
び
職
業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す

る
こ
と
。
（
字
数
の
制
限
外
）

側
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
す
る

⑧
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

側
入
選
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

の
た
め
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の
と
す

る
。

⑤
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ
と

》

新
有
権
者
感
想
文
募
集

を
知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
・
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
局
・
都
道
府
県
の
広
報
紙
・
そ

の
他
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

⑥
最
優
秀
作
品
は
雑
誌
〃
私
た
ち
の
広

場
″
に
発
表
す
る
も
の
と
す
る
。

〔
締
切
〕

昭
和
五
十
一
年
一
月
三
十
一
日

（
当
日
消
印
有
効
）

〔
賞
・
入
選
発
表
〕

最
優
秀
賞
一
篇
・
入
賞
九
篇
・
佳
作

若
干
。発

表
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
十
五

日
、
当
該
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
本
人

に
通
知
、
ま
た
同
日
付
発
行
の
雑
誌
〃

私
た
ち
の
広
場
″
に
佳
作
以
上
の
名
を

掲
載
。

〔
応
募
先
・
問
い
合
せ
そ
の
他
〕

応
募
者
の
居
住
す
る
都
道
府
県
。
指

定
都
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ど
う
ぞ
。

旧
金
木
地
区

合
同
厄
払
い
の
お
知
ら
せ

旧
金
木
地
区
在
住
の
男
四
十
二
齢
、

女
三
十
三
才
の
合
同
厄
払
い
が
左
記
の

と
お
り
と
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

◎
日
時
一
月
三
日
（
土
）
午
前
十
時

◎
場
所
金
木
町
中
央
公
民
館

◎
申
し
込
み
十
二
月
三
十
日
ま
で
に

金
木
町
芦
野
団
地
逢
坂
伸
三

言
二
’
四
一
八
七
）
へ
申
し

込
み
下
さ
い
。

◎
対
象
者
昭
和
十
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に

生
ま
れ
た
男
子
と
、
昭
和
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
女
子
。

一
一
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
９
月
届
出
分
）

鎌
田
雅
代
（
守
長
女
）
金
木

菅
原
典
夫
（
和
夫
２
男
）
金
木

斎
藤
純
（
忠
実
６
男
）
嘉
瀬

工
藤
義
広
（
光
義
２
男
）
嘉
瀬

工
藤
亜
紀
（
正
清
長
女
）
川
倉

尾
野
あ
づ
み
（
一
夫
長
女
）
川
倉

山
中
康
夫
（
石
太
郎
長
男
）
嘉
瀬

田
中
め
ぐ
み
（
稔
艮
女
）
金
木

伊
藤
る
る
子
（
秀
正
長
女
）
喜
良
市

蒔
田
七
三
郎
（
明
徳
長
男
）
金
木

白
川
智
恵
（
茂
長
女
）
沢
部

今
博
史
（
重
雄
長
男
）
喜
良
市

泉
谷
久
美
（
正
治
長
女
）
川
倉

岩
村
友
和
（
治
次
長
男
）
嘉
瀬

沢
田
綾
子
（
清
貴
長
女
）
嘉
瀬

山
中
賢
（
昇
長
男
）
嘉
瀬

米
谷
糖
恭
（
敏
雄
２
男
）
喜
良
市

白
川
知
美
（
武
則
長
女
）
喜
良
市

伊
藤
彰
悟
（
良
一
２
男
）
喜
良
市

平
川
リ
ミ
（
光
信
長
女
）
嘉
瀬

奈
良
あ
ず
さ
（
彰
２
女
）
沢
部

斎
藤
明
美
（
茂
長
女
）
蒔
田

野
宮
千
夏
子
（
忠
美
長
女
）
金
木

津
島
博
文
（
行
美
長
男
）
沢
部

嘉
山
優
子
（
直
義
２
女
）
金
木

古
川
裕
子
（
昭
則
長
女
）
喜
良
市

棟
方
彰
一
（
滴
美
長
男
）
嘉
瀬

（
、
月
届
出
分
）

千
葉
麻
衣
子
（
孝
司
３
女
）
川
倉

桑
田
か
お
り
（
精
七
長
女
）
喜
良
市

気
仙
美
樹
（
勝
雄
２
女
）
金
木

田
中
里
美
（
与
次
郎
２
女
）
金
木

工
藤
美
紀
子
（
伸
輝
２
女
）
喜
良
市

岩
間
一
美
（
敬
一
２
男
）
金
木

泉
谷
昌
宏
（
岳
伸
長
男
）
川
倉

大
橘
ひ
と
み
（
照
雄
２
女
）
喜
良
市

古
川
郁
子
（
房
則
３
女
）
嘉
瀬

野
宮
裕
介
（
良
彦
長
男
）
金
木

田
中
と
も
み
（
広
長
女
）
金
木

長
尾
恋
（
昭
雄
長
女
）
金
木

岡
田
健
一
（
利
雄
長
男
）
蒔
田

泉
谷
睦
美
（
勝
則
長
男
）
川
倉

松
尾
呂
治
（
好
二
２
男
）
金
木

黒
川
亜
希
子
（
文
博
２
女
）
中
柏
木

小
松
健
蔵
（
光
春
２
男
）
嘉
瀬

大
橘
ひ
と
み
（
久
雄
長
女
）
喜
良
市

葛
西
寛
之
（
豊
久
長
男
）
喜
良
市

今
久
仁
子
（
秀
麿
長
女
）
喜
良
市

加
藤
宏
美
（
敏
秋
長
女
）
喜
良
市

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
９
月
届
出
分
）

（
》
木
蓉
罐
一
癖
》
助
鐸
》
一
副
鑑
柿

（
唯
岻
聿
鐸
密
一
譜
鑛
建
塞
細
輝
嘩

（
蝸
恥
寺
種
鋤
狸
幸
聿
購
之
鐸
甥
塗
靴
癖
地

へ
沖
崎
政
治
（
万
之
２
男
）
名
古
屋

一
佐
藤
悦
（
善
吉
４
女
）
金
木

（
錘
翻
し
蛎
珪
一
錘
兼
郎
璋
率
一
岬
里
輌

侭
錘
搾
蓋
霊
巨
鰯
一
垂
所
赫

（
癖
順
み
ち
垂
』
一
樒
塞
嘔
傘
一
評
里
輌
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吉郎郎治郎郎郎郎 太 郎 則 エ 郎
242長長長3長32長222長2長542長23長郎2長2長255長門長34長長4
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形里木森里京良崎田京里金良所部良所垣金良良所京
県瀬瀬町木県木市木町都倉村市田市村木木都瀬町木田木市倉市町市市田村木瀬市市市木都

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（
９
月
届
出
分
）

伊
藤
ま
ち
よ
（
“
才
）
嘉
瀬

徳
田
朱
美
（
１
才
）
蒔
田

大
谷
文
雄
（
詔
才
）
川
倉

藤
本
順
一
（
銘
才
）
金
木

中
村
安
太
郎
（
だ
才
）
金
木

工
藤
マ
ヒ
（
帥
才
）
藤
枝

野
宮
広
（
肥
才
）
金
木

桑
田
清
助
（
蛇
才
）
喜
良
市

沢
田
ハ
ギ
（
弱
才
）
金
木

鎌
田
直
志
（
、
才
）
嘉
瀬

白
川
き
よ
ゑ
（
弱
才
）
金
木

浅
利
よ
し
（
的
才
）
川
倉

吉
崎
永
作
（
囲
才
）
嘉
瀬

平
川
リ
ミ
（
０
才
）
嘉
瀬

白
川
重
三
郎
（
万
才
）
金
木

成
田
カ
シ
（
氾
才
）
蒔
田

高
橋
元
次
郎
（
妬
才
）
金
木

松
川
巻
雄

山
中
い
さ

今
兵
太
郎

黒
滝
マ
サ

石
岡
松
太
郎

津
島
あ
や
子

〈
了
リ
セ

京
極
香
織

ｍ
国
市
Ｔ
テ
ワ

徳
田
長
助

小
野
よ
し
を

中
西
惣
七

（
ｍ
月
届
出
分
）

（
砺
才
）
嘉
瀬

（
帥
才
）
嘉
瀬

（
ね
才
）
喜
良
市

（
拓
才
）
蒔
田

（
配
才
）
金
木

（
劉
才
）
金
木

（
田
才
）
喜
良
市

（
叩
月
）
嘉
瀬

（
的
才
）
金
木

（
だ
才
）
金
木

（
江
才
）
喜
良
市

（
測
才
）
金
木
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